外来・通所チームカンファレンス記録
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平成２３年　９月　１０日(土)　　　司会：本川　沙織　　　記録：本川　沙織
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜患者様診察状況＞

・宮　陽子様～疲れることもあり、時にギンギンすることもあるが、気分は安定している。
　　　　　　公務員初級の勉強をしていると話している。
・奥寺　恵子様～新患、53歳、神経症性うつ病。平成23年4月より、現在の部署へ
	異動となり、業務量が増加したことにより、昼休憩を取れなくなったり、

	帰宅時間が遅くなったりし、疲労感を感じるようになっていた。

	リーダーを任されるが、ミスするたびに叱責を受ける。6月末、新しい書類の

	処理を引き受けることとなったが、処理に時間要し、悩むようになり抑うつ

	感出現。8月より症状増悪、睡眠不安定・食欲低下、身体症状出現し、精神科

での治療目的として初診。心理検査（CMI・SDS）実施、薬物調整行う。仕事の

休養目的にて診断書作成している。

	・大久保　恵様～新患、22歳、精神遅滞。平成23年7月下旬、通所している施設に通所した際に興奮性認められ、作業継続困難となることがあった。8月に入り、妄想発言活発となる。8月2日外出して自宅に戻らず、警察に保護されており、理由については的を得ない発言あり。睡眠状態も不安定であることから、施設より精神科受診促され初診。診察中、「わたしはあいはたちなつ、おおくぼめぐみは違うところにいる。」との発言、妄想発言には、スムーズに話している。心理検査（鈴木ビネー）実施中、「いやだ。」とトイレにこもっている。薬物調整行う。自宅での対応困難な時は、入院も考えていくように説明する。



